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The purpose of this study was to systematically organize sports-related regulations issued in the 
Soviet Occupation Zone (SBZ) and the German Democratic Republic (DDR), clarify the content 
and characteristics of major sports-related regulations, investigate how these have changed over 
time, and consider the background of these changes.  
The followings became clear. The main content of sports-related regulations (1945-1949) enacted 
by the government of states in the SBZ mainly aimed at the denazification and demilitarization of 
sports. In the DDR, comprehensive sports-related regulations transitioned from the Socialist Unity 
Party of Germany (SED) to the state and then to the German Gymnastics and Sports Association 
(DTSB), a public organization. A trend of imitating Soviet sports can be clearly inferred from the 
comprehensive sports-related regulations of the SED (1951). The major sports-related regulations 
by national institutions (1956-1970) indicate the trend of imitating Soviet sports and the 
construction of a original sports system for the DDR. The major sports-related regulations of a 
national institution and the DTSB (1970-1990) indicate the completion of a sports system centered 
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政権政党 SED による総合的なスポーツ関係規定の成立(1949～1956 年)，第２章：国家的機関による総
合的なスポーツ関係規定の成立と展開(1956～1970 年)，第３章：国家的機関による総合的なスポーツ関












（1949－1956 年）を研究対象としており，その主な規定は，「青少年法」（1950 年）と「SED 中央委員





規定が相次いで出された 1956 年から 1970 年を扱っており，本論文においてもその分析に最も力点が置


















「DTSB 第４回総会決議」（1970 年），「第３次青少年法」（1974 年），「DTSB 第５回総会決議」（1974 年），
「DTSB 第６回総会決議」（1978 年），「DTSB 第７回総会決議」（1984 年）である．この時期の特徴は，
1970 年以降 DTSB 総会決議以外に総合的で中長期的な規定はみられなくなることである．だが DTSB 総
会決議にはスポーツ医学条項が見られないため，国家身体文化・スポーツ委員会の訓令等に代わるもの
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とは言えないこと，「第３次青少年法」によって DTSB がスポーツ界において大きな権限を持つように
なったこと，みんなのスポーツが前面に掲げられる一方で，スパルタキアード援助の義務化等に競技ス
ポーツ重視の方針も窺えること，イデオロギー教育の強調など国家によるスポーツの統制，管理が強化
されていること，1970 年代以後は具体的な内容が少なくなるなど，規定の綱領化がみられることを明ら
かにしている．  
またこれらの背景には，東ドイツの国際的承認の拡大，第二次冷戦の進行，スポーツ医学などが最重
要機密とされたこと，国家がスポーツに強く関与していないことを外国にアピールする必要性，スポー
ツ幹部や政治家が競技スポーツの成果に貪欲であったこと，体制イデオロギーの緩みに対する国内の引
き締めの必要性などが影響したのではないかと述べている． 
以上のように，本論文は内外の先行研究を踏まえた上で，基本的な文献はもとより，東ドイツ時代は
極秘資料として非公開とされた史料を発掘，さらに東ドイツスポーツ関係者へのインタビュー調査資料
を加味しつつ，ソビエト占領地区/東ドイツにおけるスポーツ関係規定の変遷を時代区分とともに体
系化して丹念に纏め上げたものである（審査項目５（４））．主として規定の内容からなされた時代
区分の適切性，多くのスポーツ関係規定の実施状況やその成果についての検証など，残された問題
はあるが，結論に至るプロセスも論理的かつ実証的である（審査項目５（５））．設定された研究テーマ
課題に関し，従来知られていなかった新たな知見を数多く加えており，東ドイツスポーツ史の再構成，
わが国の東ドイツスポーツ史研究，社会主義国家及び資本主義国家におけるスポーツの理解や現代にお
けるスポーツと国家のかかわり等を考究する上で大きな学問的寄与を見出すことができる（審査項目５
（６））． 
以上により，審査員全員一致で博士（学術）学位論文として「合格」と判定した． 
 
